
　
ミ
レ
ニ
ア
ム
イ
ヤ
ー
、
西
暦
二
〇

〇
〇
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
。
今
世
紀
は
産
業
革
命
以
来
の
経

済
発
展
に
伴
い
、
地
球
規
模
で
環
境

破
壊
が
進
ん
だ
世
紀
で
あ
っ
た
。
で

は
、
い
よ
い
よ
迎
え
る
新
世
紀
は
ど

ん
な
世
紀
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
「
共
に
生
き
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
久
し

く
経
つ
。
多
く
の
国
の
方
々
と
の
共

生
を
目
指
し
た
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
社

会
の
構
築
、
障
害
を
持
つ
方
々
と
の

共
生
を
目
指
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
構

造
、
そ
し
て
自
然
と
の
共
生
を
目
指

し
た
多
自
然
型
川
づ
く
り
な
ど
、
こ

れ
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
と
り
ま
く
様
々

な
テ
ー
マ
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
地
球
規
模
で
Ｉ
共
に
生

き
る
」
こ
と
を
考
え
る
。
環
境
問
題

を
例
に
挙
げ
る
と
、
一
九
七
二
年
、

国
際
的
な
環
境
会
議
と
し
て
初
の
国

連
環
境
会
議
が
行
わ
れ
、
人
間
環
境

宣
言
（
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
官
言
）
に

お
い
て
「
自
然
環
境
と
人
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
環
境
が
、
人
間
の
生
存
権

の
た
め
に
重
要
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。

そ
の
二
十
年
後
一
九
九
二
年
、
地
球

サ
ミ
ッ
ト
（
環
境
と
開
発
に
関
す
る

国
連
会
議
）
に
お
け
る
リ
オ
宣
言
で

は
、
「
持
続
可
能
な
開
発
一
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
・
デ
ィ
ペ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
」
が
提
唱
さ
れ
る
。
運
命
共
同

体
＝
地
球
を
舞
台
に
し
た
、
今
後
の

人
間
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
て
来
て
い

る
よ
う
に
思
う
。
ま
さ
に
新
世
紀
は

「
共
に
生
き
る
」
世
紀
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
ら
は
人
間
の
利
益
・
都
合
の

み
を
強
く
優
先
さ
せ
て
し
ま
っ
た
、

と
か
く
独
り
よ
が
り
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
二
十
世
紀
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

な
の
で
あ
ろ
う
。
「
共
に
生
き
る
」

と
は
も
た
れ
あ
い
で
は
な
い
、
常
に

未
来
を
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
進
歩

す
る
関
係
で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
二
十
一
世
紀
は
地
球

を
舞
台
に
「
共
に
生
き
る
」
者
と
し

て
、
万
象
に
前
向
き
な
連
携
を
築
い

て
ゆ
き
た
い
。

あ
と
が
き

　
横
浜
の
郊
外
の
風
景
と
い
う
と
、

金
沢
区
並
木
の
高
層
団
地
か
ら
飛
び

お
り
て
自
ら
命
を
絶
っ
た
小
学
四
年

生
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。
大
人

の
偽
善
が
見
え
す
ぎ
た
ゆ
え
に
死
ん

だ
と
い
わ
れ
る
彼
が
最
後
に
見
た

「
風
景
」
を
確
認
し
た
く
て
、
学
生

時
代
に
そ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
屋
上
に

上
っ
た
。
眼
下
の
景
色
を
眺
め
た
時

に
、
巨
大
な
遊
水
池
と
整
然
と
区
画

さ
れ
た
住
宅
の
向
こ
う
側
に
広
が
る

「
緑
の
崖
線
」
の
存
在
が
印
象
的
だ

っ
た
。
彼
は
、
最
後
の
瞬
間
、
自
分

の
生
ま
れ
育
っ
た
街
と
他
の
街
と
を

遮
断
す
る
よ
う
に
し
て
存
在
す
る

「
緑
の
崖
線
」
を
ど
の
よ
う
な
気
持

ち
で
眺
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思

う
と
、
美
し
い
け
れ
ど
も
無
機
的
で
、

圧
迫
感
の
あ
る
眺
め
だ
っ
た
。

　
こ
の
「
緑
の
崖
線
」
が
か
つ
て
の

富
岡
の
海
岸
線
で
あ
り
、
実
は
、
遊

水
池
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
並

木
の
街
が
海
で
あ
っ
た
証
を
示
す

「
船
溜
ま
り
」
だ
と
い
う
こ
と
は
市

役
所
に
入
っ
て
か
ら
知
っ
た
。
そ
し

て
そ
の
「
緑
の
崖
線
」
の
風
景
が
私

の
中
で
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、
並

木
の
街
と
す
ぐ
向
き
合
う
よ
う
に
存

在
す
る
富
岡
東
の
街
を
良
く
知
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
だ
。
例
え
ば
、
そ

の
街
に
八
百
年
来
、
一
族
が
住
み
続

け
て
い
る
と
い
う
連
合
町
内
会
長
の

自
宅
に
事
業
説
明
に
行
っ
た
時
に
、

虚
実
交
え
て
話
さ
れ
る
彼
の
話
の
合

間
に
、
縁
側
か
ら
見
え
る
良
く
手
入

れ
の
さ
れ
た
里
山
の
緑
は
、
確
実
に

「
崖
線
の
緑
」
と
繋
が
っ
て
い
た
。

　
富
岡
の
街
に
住
む
人
々
に
と
っ

て
、
こ
の
「
崖
線
の
緑
」
は
、
富
岡

八
幡
宮
の
鎮
守
の
森
で
も
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
集
落
の
里
山
と
一
体
と
な

っ
て
、
こ
の
地
の
生
業
を
代
々
支
え
、

郷
土
の
一
体
感
を
形
成
し
て
き
た
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
緑
な
の

だ
。

　
生
き
急
い
だ
小
学
生
の
眼
差
し

と
、
齢
九
十
を
超
え
る
老
練
な
連
合

町
内
会
長
の
眼
差
し
と
、
私
た
ち
は

誰
の
立
場
に
寄
り
添
う
か
に
よ
っ

て
、
同
じ
「
緑
の
塊
」
も
ま
る
で
違

っ
て
見
え
て
し
ま
う
都
市
に
生
き
て

い
る
。

　
横
浜
の
郊
外
の
奥
深
さ
は
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
み
な
ら
ず
、
「
空
間

や
時
間
」
の
意
識
す
ら
異
な
っ
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
人
々
の
住
む
地
域

が
隣
合
っ
て
、
モ
ザ
イ
ク
状
に
織
り

込
ま
れ
な
が
ら
、
存
在
し
て
い
る
こ

と
だ
。
成
熟
化
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

こ
の
よ
う
な
相
異
な
る
人
々
の
意
識

が
お
し
な
べ
て
平
ら
に
、
馴
ら
し
て

ゆ
く
こ
と
な
の
か
、
違
い
は
、
違
い

と
し
て
認
め
合
い
な
が
ら
融
和
し
て

ゆ
く
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
異
な

っ
た
ま
ま
平
行
線
を
辿
り
続
け
る
の

か
、
幸
か
不
幸
か
二
十
一
世
紀
ま
で

生
き
延
び
た
者
の
努
め
と
し
て
見
極

め
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
関
口
Ｖ

　
　
「
調
査
季
報
」
は
職
員
が
自

由
に
意
見
を
発
表
し
討
論
す
る

行
政
研
究
誌
で
す
。
「
自
主
研
究

レ
ポ
ー
ト
」
へ
の
投
稿
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

研
究
の
概
要
を
Ａ
４
紙
三
枚
以

内
に
ま
と
め
て
企
画
局
政
策
部

調
査
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
六
三
一
四
六
一
三

お
問
い
合
わ
せ
は
、

電
　
話
　
六
七
一
一
二
〇
二
九

調査季報144号･2000.12●60
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さ
て
、
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
と
「
共

生
」
す
る
ク
マ
ノ
ミ
と
い
う
魚
が
い

る
。
こ
の
よ
う
に
「
共
生
」
と
は
、

異
種
の
生
物
が
行
動
的
・
生
理
的
な

結
び
つ
き
を
も
ち
、
共
同
し
て
生
活

す
る
こ
と
を
指
す
、
も
と
も
と
は
生

物
学
上
の
専
門
用
語
で
あ
っ
た
。
生

物
の
世
界
で
は
一
方
的
な
利
益
供
与

の
場
合
も
あ
る
が
、
利
益
を
互
い
に

交
換
し
合
い
相
互
発
展
す
る
と
こ
ろ

か
ら
一
般
化
し
た
言
葉
な
の
で
あ
ろ

う
。

角田定孝



●
第
1
4
1
号
〈
二
〇
〇
〇
年
三
月
〉

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
合
意
形
成
～
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を
中
心
に

１
　
鼎
談
・
な
ぜ
、
合
意
形
成
か
～
そ
の
時
代
背
景
と
あ
り
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
田
仁
・
卯
月
盛
火
・
金
田
孝
之

２
　
都
市
施
設
と
合
意
形
成

①
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・
住
民
参
加
の
道
路
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
文
雄
・
浜
野
四
郎
・
杉
山
正
美

②
計
画
レ
ベ
ル
の
住
民
参
加
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
山
本
文
雄

③
施
設
建
設
計
画
の
あ
り
方
と
説
明
責
任

　
～
北
部
方
面
斎
場
建
設
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

３
　
地
域
施
設
の
建
設
・
運
営
と
合
意
形
成

①
神
奈
川
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
～
市
民
参
加
に
よ
る
施
設
整
備
か
ら
事
業
運
営
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
弘
子
・
赤
荻
道
子
・
川
口
宏
・
宮
川
雄
三

②
使
え
る
洋
館
・
体
験
で
き
る
洋
館
「
山
手
２
３
４
番
館
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
裕
子
・
五
島
哲
夫

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
利
用
と
合
意
形
成
～
神
大
寺
地
区
セ
ン

タ
ー
と
神
奈
川
区
区
民
利
用
施
設
協
会
の
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
迪
代
・
深
沢
啓
子

④
新
治
市
民
の
森
の
愛
護
会
づ
く
り

　
～
地
権
者
と
利
用
者
の
合
意
形
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
並
静

⑤
重
症
心
身
障
害
者
の
通
所
施
設
「
朋
」
の
運
営
と
ま
ち

　
～
地
域
資
源
と
し
て
の
障
害
者
施
設
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

４
　
合
意
形
成
を
支
え
る
地
域
運
営
の
し
く
み

①
行
政
と
地
域
活
動
団
体
と
の
新
た
な
関
係
づ
く
り

　
～
保
土
ヶ
谷
区
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
ｌ
鈴
木
隆

②
区
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
～
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・

　
区
プ
ラ
ン
の
策
定
を
契
機
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
武
井
伊
織
・
鴇
田
傑
・
斎
藤
直
子
・
小
西
真
樹

③
身
近
な
地
域
社
会
の
合
意
形
成
の
土
壌
を
耕
す

　
ｌ
坂
田
弘
太
郎
・
大
野
木
秀
子
・
白
川
修
己
・
村
上
佳
江
・

　
　
　
　
　
加
藤
隆
章
・
小
林
康
夫
・
関
口
昌
幸

５
　
横
浜
市
に
お
け
る
様
々
な
合
意
形
成
　
　
　
　
　
　
編
集
部

新
鮮
力
／
横
浜
の
元
気
を
受
け
継
い
で
　
　
　
　
　
山
本
有
紀
子

●
第
1
4
2
号
〈
二
〇
〇
〇
年
六
月
〉

特
集
・
2
1
世
紀
の
地
域
産
業
政
策

１
　
自
治
体
の
地
域
産
業
政
策
～
成
熟
し
た
高
齢
社
会
の
到
来
を

前
に
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
満
博

２
　
座
談
会
・
今
、
横
浜
に
求
め
ら
れ
る
産
業
政
策
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
恵
一
・
関
満
博
二
剛
田
壽

３
　
雇
用
の
拡
大
に
向
け
た
地
域
産
業
政
策
と
街
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
坂
彰
志

４
　
新
産
業
創
出
へ
の
取
組

①
横
浜
市
の
新
産
業
育
成
・
支
援
策
　
　
　
　
　
　
今
冨
雄
一
郎

②
産
学
連
携
の
新
た
な
展
開
と
横
浜
市
に
お
け
る
連
携
支
援
シ
ス

テ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
泰
雄

③
福
祉
関
連
（
高
齢
社
会
対
応
型
）
サ
ー
ビ
ス
業
成
長
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
巻
善
賢

④
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
裕
美

５
　
地
域
産
業
政
策
と
街
づ
く
り

①
京
浜
臨
海
部
の
再
編
整
備
と
工
業
制
限
諸
制
度
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
長
谷
川
政
男

②
大
型
店
と
商
業
振
興
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
崎
真
仁

③
横
浜
の
観
光
振
興
・
三
つ
の
”
Ｃ
ｈ
ａ
“
～
C
h
a
n
c
,
C
h
a
l
l
e
n
g
e

&
C
h
a
n
g
e
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
文
彦

④
横
浜
市
の
企
業
誘
致
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
正

⑤
2
1
世
紀
の
横
浜
港
港
湾
関
連
産
業
の
振
興
へ
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
圭
祐

自
主
研
究
レ
ポ
ー
ト
／
横
浜
市
の
社
会
資
本
の
生
産
力
効
果
に
つ

い
て
～
最
適
水
準
と
効
果
的
投
資
分
野
の
検
証
～
Ｉ
森
隆
司

新
鮮
力
／
記
憶
を
つ
な
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
光
夫

●
第
1
4
3
号
〈
二
〇
〇
〇
年
九
月
〉

特
集
・
横
浜
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

１
　
ワ
ー
ル
ド
カ
ス
フ
サ
ッ
力
１
大
会
の
横
浜
開
催
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
近
忠
彦

２
　
座
談
会
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
戦
略
と
し
て
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

ｌ
三
ッ
谷
洋
子
・
嶋
田
昌
子
・
太
田
　
昇
・
西
田
善
夫
・

　
　
　
魚
谷
憲
治

３
　
2
0
0
2
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
市
民
の
会
の
活
動
と
ね
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
田
良
一

コ
ラ
ム
・
国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

４
　
七
万
人
の
歓
声
が
響
く

　
　
　
～
横
浜
国
際
総
合
競
技
場
の
運
営
戦
略
　
　
　
木
村
重
治

５
　
日
韓
共
催
の
意
義
～
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
と
現
状
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
裕
史

６
　
横
浜
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興

①
市
民
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
英
夫

②
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
力
ー
の
開
催
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
倉
憲
男

③
サ
ッ
力
ー
振
興
に
お
け
る
横
浜
サ
ッ
力
ー
協
会
の
歴
史
と
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
木
隆
明

④
次
世
代
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
～
イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
林
飛
雄
史

コ
ラ
ム
・
横
浜
育
ち
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
永
山
邦
夫
・
有
馬
賢
二
・
中
村
俊
輔
・
大
橋
正
博

７
　
横
浜
の
サ
ッ
力
ー
文
化

①
横
浜
に
サ
ッ
力
ー
文
化
の
種
を
播
く
～
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ
ス
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
活
動
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
美
男

②
横
浜
Ｆ
Ｃ
の
誕
生
と
新
し
い
チ
ー
ム
運
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
辻
野
臣
保

③
横
浜
と
少
年
サ
ッ
力
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
内
正
明

④
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
か
な
が
わ
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
内
田
佳
彦

⑤
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
本
郷
（
Ｆ
Ｃ
本
郷
）
と
栄
区
サ
ッ
カ
ー
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
　
勝

⑥
座
談
会
・
指
導
者
の
求
め
る
サ
ッ
力
ー
環
境

　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
渉
・
野
地
芳
生
・
伊
藤
陽
介
・
石
井
和
則

新
鮮
力
／
サ
ッ
カ
ー
の
街
横
浜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
剛
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